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アクロス福岡

⚫福岡県の財団組織

⚫国際・文化・情報の交流拠点となる、福岡シンフォニーホールや国際会議場を備えた複合施設

⚫建物内部には、本格的なクラシック専用の福岡シンフォニーホールをはじめ、国際会議場やイベ

ントホール等の魅力あふれる施設を備えています

⚫海外オーケストラ公演等の鑑賞事業のほか、新・福岡古楽音楽祭や

人材育成事業（アクロスヴァイオリンセミナー、福岡ジュニアオーケストラ）

地域・伝統文化の活性化に取り組んでいます
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芸術×福祉 九州・沖縄ネットワーク会議

本事業に取り組んだきっかけ

令和2 (2020）年 3月

「福岡県文化芸術振興条例」が制定。(令和元年度）

↓

同年4月1日に施行。(令和2年度）・・・令和2年度からコロナ禍
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◆令和3年度 芸術文化チームのミッション◆ （基本理念より）

第2条-3項
誰もが等しく文化芸術に親しむことができる
環境整備

第2条-5項
障がいのある人の文化芸術活動の推進
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社内プロジェクトチーム発足

社会包摂推進PT
ユニバーサル
デザイン推進PT

広報戦略・
販売促進PT

社会包摂の概念を検証し、
財団として取り組むべき課
題を見出すことを目的とす
る

劇場内のバリアフリーマップ
製作のための他館視察し社
会的バリアを中心にマップへ
反映させる。

事業来場者の拡大誘致につ
いて検証し、U25制度、障が
い者割引の導入につなげた。

目的：グループの枠を越えて財団を取り巻く各種課題に取り組む。
頻度：月1回程度の会議を実施。

アドバイザー

大澤寅雄さん（文化コモンズ研究所 代表・主任研究員 ）

田北雅裕さん（九州大学大学院芸術工学研究院 准教授）

中村美亜さん（芸術工学研究院 未来共生デザイン部門 教授）

樋口龍二さん（九州障害者アートサポートセンター/FACT センター長)
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音楽✕（子ども+障害者) アート✕障害者 音楽✕知的発達障害者
アウトリーチ

特別支援学校・支援学級

こどものためのオペラ
令和３年度導入

みんなのアート展
令和３年度～導入

劇場って楽しい!!
令和３年度～導入

アクロス学校キャラバン
特別授業

令和２年度試行実施

社会包摂事業 初年度（令和3年/2021年)
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•人材不足
•知識不足
•人脈不足（相談者(社）・当事者を知らない）
•資金不足 等

•県内で情報共有を行い、地域で人材育成を
する必要がある
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・国際障害者交流センタービッグ・アイ

・ＦＡＣＴ（福岡県障がい者文化芸術活動支援センター）
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劇場・音楽堂等における社会包摂

芸術×福祉 地域ネットワーク構築事業（九州・沖縄地区）

発足：令和3年度（2021年）

劇場・音楽堂等における社会包摂 芸術×福祉 地域ネットワーク構築事業として発足。

主催：令和3年度 文化庁 障害者等による文化芸術推進事業

実施主体：国際障害交流センター ビッグ・アイ

協力：（公財）アクロス福岡、九州障害者アートサポートセンター

•劇場・音楽堂等における社会包摂
芸術×福祉 地域ネットワーク構築事業 として発足

令和３年度
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[広域センター]
九州障害者アートサポートセンター

福岡
FACT
福岡県障がい者文化芸術活動支援
センター

佐賀
佐賀県障がい者芸術文化活動支援
センター SANC

長崎
長崎県障害者芸術文化活動支援セ
ンター

熊本
障害者芸術文化活動支援センター
＠熊本 愛隣館

宮崎
宮崎県障がい者芸術文化支援セン
ター

大分
おおいた障がい者芸術文化支援セ
ンター

鹿児島 R４年度(2022）７月開所

鹿児島県障害者芸術文化活動支援
センター(KADAC/カダック)

沖縄 R６年度(2025）１/１５発足

ricca/りっか（沖縄県障害者芸術
文化活動支援センター）

[劇場主幹]
（公財）アクロス福岡

福岡
（公財）アクロス福岡
福岡県立ももち文化センター
（公財）大野城まどかぴあ
（公財）宗像ユリックス

熊本
（公財）熊本県立劇場

主催：国際障害者交流
センタービッグ・アイ

５館

令和3年度（初年度）
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劇場・音楽堂等における社会包摂

芸術×福祉 九州・沖縄ネットワーク会議
※令和４年度当初は「九州ネットワーク会議」であったが、Ｒ６年度に沖縄ブ
ロックが参入。令和６年度の途中から事業名に「沖縄」を追記、改名。

令和４年度より「つながる、ひろがる、ひと・まち・アート」を本事業の根底理念とし、

(公財）アクロス福岡の自主事業として継承、実施継続中。

主催：（公財）アクロス福岡 協力：国際障害交流センター ビッグ・アイ、九州障害
者アートサポートセンター
参加団体：九州内の劇場、博物館、アーティスト、民間企業ほか

本ネットワークは、芸術と福祉の分野を横断し、九州・沖縄各地で活動する人々がつながる
ための交流・協働のプラットフォームです。障がいのある方や多様な背景を持つ人々が、芸
術文化を通じて豊かに関わり合い、生き生きと暮らせる社会の実現をめざします。
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劇場・音楽堂等における社会包摂

芸術×福祉 九州・沖縄ネットワーク会議

• 劇場・音楽堂等における社会包摂
芸術×福祉 地域ネットワーク構築事業 として発足令和３年度

• アクロス福岡が九州のハブ館として事業を継承

• →芸術×福祉 九州ネットワーク会議 として、再始動
令和４年度

• 博物館、地元のマネージメント会社、アーティストも 追
加で加入し輪が広がっている令和５年度

• 沖縄の劇場の参加、地元企業・奏者等の参加が増え輪が
広がっている。令和6年度
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[広域センター]
九州障害者アートサポートセンター

福岡
FACT
福岡県障がい者文化芸術活動支援
センター

佐賀
佐賀県障がい者芸術文化活動支援
センター SANC

長崎
長崎県障害者芸術文化活動支援セ
ンター

熊本
障害者芸術文化活動支援センター
＠熊本 愛隣館

宮崎
宮崎県障がい者芸術文化支援セン
ター

大分
おおいた障がい者芸術文化支援セ
ンター

鹿児島 R４年度(2022）７月開所

鹿児島県障害者芸術文化活動支援
センター(KADAC/カダック)

沖縄 R６年度(2025）１/１５発足

ricca/りっか（沖縄県障害者芸術
文化活動支援センター）

[劇場主幹]
（公財）アクロス福岡

福岡
アクロス福岡
福岡県立ももち文化センター
大野城まどかぴあ
宗像ユリックス
福岡市文化芸術振興財団
ユメニティ直方
岡垣サンリーアイ
久留米シティプラザ
なかまハーモニーホール
アートマネージメントセンター福岡
福岡市民会館
福岡市民ホール
ウェルとばた
北九州市立響ホール
黒崎ひびしんホール
ミリカローデン那珂川
大牟田文化会館
北九州芸術劇場
石橋文化センター
九州交響楽団
九州国立博物館
九州大学芸術工学部、地方自治体ほか

熊本
熊本県立劇場

宮崎
宮崎県立劇場
都城市文化振興財団

沖縄
那覇文化芸術劇場なはーと

令和３年度～7年度参加館

19館
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・2016年（H28）に障害者差別解消法が制定され、

国や自治体で「合理的配慮」が義務となりました。

・2021年（R3）5月の改正では、

民間事業者に対しても合理的配慮の義務化が決まり

2024年6月（R6）より施行されました。

◆合理配慮の義務化◆
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九州・沖縄ネットワーク会議 循環図 1

• 他館の事例を
知る（２種）

• グループワー
ク

• 他館の事例を
知る（２種）

• グループワーク

• 劇場って楽し
い!!の運営に
携わる

• ふりかえりを
全体で実施

• 障がい特性を
知る

• 不自由を知る

• 運営方法を
知る １

知る

２

体験

３
知る

学ぶ

共有

4
知る

学ぶ

共有
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九州・沖縄ネットワーク会議 循環図 ２
（ロジックモデル製作年度）

• 他館の事例を
知る（２種）

• ロジックモデ
ル製作

• 他館の事例を知
る（２種）

• ロジックモデル
製作 発表

• 劇場って楽し
い!!の運営に
携わる

• ふりかえりを
全体で実施

• 障がい特性を
知る

• 不自由を知る

• 運営方法を
知る １

知る

２

体験

３
知る

共有

製作

４
知る

共有

製作

18



九州・沖縄ネットワーク会議 循環図 ３
（ロジックモデル実地研修年度）

• 他館の事例を
知る（２種）

• グループワーク

• 他館の事例を
知る（２種）

• グループワーク

• 劇場って楽し
い!!の運営に
携わる

• 振返りを
全体で実施

• 障がい特性を
知る

• 不自由を知る

• 運営方法を
知る １

知る

２

体験

３
知る

学ぶ

研究

４
知る

学ぶ

研究

実地研修へ参加
（参加館の実施事業）R7

演劇ワークショップ
（昨年度製作のロジックモデル実施）
複数の会館が横断して実施を行う。

劇場って楽しい!!in大刀洗
（行政（福祉）主導事業として実施）

ダンスワークショップ
（先進的に取り組んでいる事業）
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劇場・音楽堂等における社会包摂

芸術×福祉 九州・沖縄ネットワーク会議

[目的] 社会包摂事業における、九州内劇場等の人材育成（実働スタッフ）と各館間の情報
共有を行うネットワークの構築

[内容] 各地の実践事例共有、課題解決に向けた意見交換、学び合いの機会を提供

実践研修では、スタッフが課題解決に取り組む。

研修終了後に全員で振り返りを実施し全体共有を行う。

この研修の成果を各館に持ち帰り、各館オリジナルの

手法にて多様な事業に展開実施を行う。（PDCAC）

[成果] 令和６年度のロジックモデルで製作した事業を今年

度、実証実施する。

劇場×国立博物館✕市による協働事業（ワークショップ形式）
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◆合理的配慮の義務化◆

劇場（文化施設）の課題

舞台芸術の鑑賞に障害のある観客を迎えるために

どのような準備が必要でしょうか?

スタッフ研修

何から手をつけたらいいかわからない
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障がいのある人たちが
安心して来場出来る 空間として 必要なこととは

１．来場者の特性を知り、環境を整える
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障がいのある人たちが
安心して来場出来る 空間として 必要なこととは

２．来場者の特性を知り体験する

現場体験ワークショップ
※運営はFACT

職員が障がいのある方と一緒に施設館内を巡回体験し、バリアを確認。気づきを共有。
＊車椅子利用者 ＊視覚障がい者 ＊聴覚障がい者
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障がいのある人たちが

安心して来場出来る 空間として必要なこととは？

鑑賞サポート

対象は？
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令和3年度[1回目]
「打楽器♪おもちゃ箱」
3月12日（土）

１回公演・193人[248人]

令和４年度[２回目]
「ジャズのリズムで世界旅行♪」

3月25日（土）
１回公演・316人[353人]

令和５年度[３回目]
「打がっき♪おもちゃ箱２夏休み編」

8月5日（土）
２回公演・668人[８１０人]

令和6年度[4回目]
「尺八さんとピアノ姫♪」

8月３日（土）
２回公演・411人[728人]

令和7年度[５回目]
「魔法使いとこびとたち」

8月２日（土）
２回公演

25



障がい児（者）対象 マタニティ対象事業 乳幼児対象事業 子ども対象事業 バリアフリー 当事者の舞台発表

劇場にであう
初めて体験の創出

ママ・パパ・ベビー
みんなでリラックス

家族みんなで楽し
む優しい公演

音楽や演劇等を
楽しむ事業

障害の有無に関わ
らず誰でも楽しめる

障害児（者）がダン
スや音楽を発表

アクロス福岡 アクロス✕九響 宗像ユリックス 県内各地 九州交響楽団 ももち文化センター
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あいことば

「劇場って
楽しい!!!」

合言葉で始まり、
合言葉に終わる。
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入口

場内
誘導

鑑賞サポート
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29

29



30
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本会議を通じて、ネットワークを広げながら、九州・沖縄各地の実践者同士が学び合い、

地域の課題に応じた創造的な取り組みが根づくことを目指しています。

芸術と福祉の架け橋として、誰もが参加しやすく、支え合える社会のかたちを探り続けます。

今後の人口減少社会において予算減、人材不足に直面することが想定されます。また文

化施設が社会に価値を還元するためには、財源が必要となります。

現在、当社だけの財源で、本ネットワーク会議を行っていますが、全九州に広がりを見せ

ています。今後このネットワーク事業を維持していくために、利用しやすい助成金の整備を

切に願います。

文化庁等の助成金等を有意義に活用してまいりたいと存じます。

今後の展望
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